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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
そ

の
後
も
台
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
全
国
各
地

を
襲
い
ま
し
た
。

　
関
川
村
で
は
、
令
和
４
年
８
月
豪
雨
で
被
災
し
た

公
共
施
設
等
の
復
旧
を
２
年
の
歳
月
を
か
け
進
め
て

参
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
そ
の
目
処
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
多
額
の
復
旧
費
用
に
加
え
、
復
旧
後
の
維
持
費
・

運
営
費
の
負
担
の
あ
り
方
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
Ｊ

Ｒ
、
県
、
沿
線
自
治
体
で
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
見
出
し
、
事

態
の
打
開
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、﹁
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
﹂
が
二
つ
の
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
こ
の
ま
つ
り
が
羽
越
水
害
の
教
訓
を
伝

承
し
て
い
る
と
い
う
評
価
か
ら
、
国
土
交
通
省
の

﹁
Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
防
災
資
産
︵
優
良
認
定
︶﹂
に
認
定
さ

れ
、
ま
た
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
か
ら
は
、
全
集

落
に
よ
る
大
蛇
パ
レ
ー
ド
を
長
年
に
わ
た
り
続
け
、

地
域
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、﹁
サ
ン
ト
リ

ー
地
域
文
化
賞
﹂
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
こ
の
ま
つ
り
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
す

べ
て
の
皆
さ
ん
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
関
川
村
発
足
70
周
年
を
迎
え
た
昨
年
は
、
大
し
た

も
ん
蛇
ま
つ
り
に
併
せ
、
八
千
代
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど

の
番
組
で
関
川
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
い
た
ケ
ビ
ン

ス
の
山
口
コ
ン
ボ
イ
さ
ん
︵
上
土
沢
出
身
︶
な
ど
吉
本

興
業
の
芸
人
さ
ん
に
よ
る
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
を
道
の

駅
で
開
催
し
、
山
口
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る

さ
と
関
川
村
を
応
援
し
て
も
ら
お
う
と
﹁
ふ
る
さ
と

大
使
﹂
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
は
、
70
周
年
の
記
念
事
業
の
最
後
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
１
月
26
日
、
村
民
会
館
で
東
京
の
劇
団
﹁
ア

ナ
ロ
グ
ス
イ
ッ
チ
﹂︵
主
宰
者
、
演
出
は
、
朴
坂
出
身

の
佐
藤
さ
ん
︶
に
よ
る
演
劇
公
演
を
実
施
し
ま
す
。

　
村
内
の
空
き
家
も
毎
年
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
中
で
、﹁
み
ん
な
の
捨
て
る
家
。﹂
と
い
う
興

味
深
い
演
目
で
の
公
演
で
す
。

　
入
場
無
料
︵
整
理
券
必
要
︶
で
す
の
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
の
増
加
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
は
、

避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
中
で
も
、
村
民
み

ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
安
心
安
全
で
賑
わ
い
の
あ

る
村
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

関

川

村

長
　
　

加
　

藤
　
　
　
弘

笑
顔
あ
ふ
れ
る

賑
わ
い
の
あ
る
村
づ
く
り
を
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成
長
と
結
実
の
年
に

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

議
会
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
指
導
を

頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
に
能
登
地
方
に
お
い
て
大
き
な
地

震
に
見
舞
わ
れ
、
災
害
で
始
ま
っ
た
１
年
で
し
た
。

当
地
も
令
和
４
年
８
月
に
豪
雨
災
害
に
襲
わ
れ
た
経

験
が
有
り
、
心
を
痛
め
た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
く
、

一
日
も
早
い
復
旧
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
巳
年
で
す
。
十
干
十
二
支
︵
じ
っ
か
ん
じ

ゅ
う
に
し
︶
の
乙
・
己
年
で
60
年
に
一
度
の
成
果
の

年
周
り
で
、﹁
努
力
を
重
ね
、
物
事
を
安
定
さ
せ
て
い

く
﹂と
言
う
意
味
を
持
つ
年
と
聞
い
て
い
ま
す
。
２

０
２
５
年
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
成
長
と
結
実
の
時

期
に
な
る
可
能
性
が
高
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
か
村
と
村
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
﹁
成
長
と
結
実

の
年
﹂
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
国
も
地
方
自
治
体
も
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
や
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
直
面
し
、
今
ま
さ
に
地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
が

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
村
で
も
幾
つ
も
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
色
々
な
形
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
政

策
の
立
案
が
で
き
る
議
会
運
営
を
目
指
す
こ
と
で
、

単
に
行
政
の
追
認
機
関
だ
け
で
は
な
い
、
二
元
代
表

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
議
会
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
我
々
、
関
川
村
議
会
は
、
一
昨
年
７
月
に
改
選
を

迎
え
、
８
月
１
日
よ
り
新
た
な
議
会
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
３
名
の
新
し
い
議
員
が
加
わ
り
、
私

も
議
長
の
重
責
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
緊
張

感
を
持
っ
た
一
年
五
か
月
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
変
化
を
恐
れ
ず
常
に
改
善
す
る
議
会
を
目
指
す

所
存
で
す
。

　
さ
て
、
関
川
村
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
３
月
か

ら
取
り
組
み
を
始
め
た
﹁
関
川
村
議
会
基
本
条
例
﹂

を
、
今
年
３
月
を
目
途
に
制
定
す
る
予
定
で
お
り
ま

す
。
こ
の
基
本
条
令
は
、
議
会
の
目
指
す
べ
き
形
で

あ
り
、
議
員
の
活
動
の
骨
子
と
し
て
、
議
会
と
議
員

の
指
標
を
明
文
化
す
る
事
に
よ
っ
て
、
村
民
の
皆
さ

ま
に
も
、
我
々
議
員
に
も
﹁
議
会
の
見
え
る
化
﹂
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
制
定

後
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
議
会
へ
の
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理

解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
明
る
く
希
望
の
持
て
る
年
と
な

り
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

関
川
村
議
会
議
長
　
　

小
　

澤
　
　
　
仁
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を
受
益
範
囲
と
す
る
公
共
下
水
道
が
供
用
開

始
／
新
潟
県
緑
の
百
年
物
語
21
世
紀
記
念
事

業
が
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム︵
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
︶で

開
催
さ
れ
、
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
の
大
蛇

パ
レ
ー
ド
が
主
役
を
務
め
る
／
片
貝
地
区
農

業
集
落
排
水
事
業︵
公
共
下
水
道
︶が
一
部
供

用
開
始
／
大
石
家
族
キ
ャ
ン
プ
村
が
完
成
／

新
鮮
野
菜
直
売
施
設
﹁
あ
い
さ
い
市
﹂
が
道

の
駅
に
完
成
し
オ
ー
プ
ン
／
関
川
村
農
村
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
﹁
の
～
む
﹂
が
道
の
駅
に

完
成
／
沼
地
内
で
鶏
舎
１
棟
全
焼
／
任
期
満

了
に
伴
う
村
長
選
挙
で
平
田
大
六
氏
初
当
選

／
第
８
代
村
長
・
平
田
大
六
氏
就
任
／
好
天

に
恵
ま
れ
連
続
豊
作
と
な
っ
た
／
皇
太
子
妃
、

女
児︵
愛
子
様
︶御
出
産

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年

い
で
湯
の
関
川
ふ
る
里
会
が
創
立
30
周
年
を

迎
え
、
交
流
会
を
兼
ね
て
祝
賀
会
を
行
う

︵
上
野
精
養
軒
︶
／
若
者
向
け
公
営
住
宅

﹁
メ
ゾ
ン
下
関
﹂
第
２
期
６
戸
竣
工
／
関
川

村
が
総
務
省
か
ら
﹁
ど
ぶ
ろ
く
特
区
﹂
認
定

さ
れ
る
／
第
26
回
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
／

﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
in

関
川
村
﹂
を
開
催
、
２
日
間
で
１
０
万
５
０

０
０
人
が
堪
能

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年

金
属
類
回
収
令
公
布
／
県
境
裁
定
に
異
議
申

し
立
て
／
太
平
洋
戦
争
開
戦

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年

大
内
淵
大
火
、
６
戸
全
焼
／
湯
沢
火
災
、
旅

館
２
軒
全
焼
農
家
１
戸
半
焼
／
町
村
合
併
促

進
法
公
布
／
町
村
合
併
促
進
法
施
行
／
こ
の

年
、
風
水
害
に
よ
り
凶
作

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年

一
般
国
道
113
号
線
指
定
／
下
関
保
育
所
開
所

(

児
童
定
員
60
名)

／
荒
川
・
大
石
川
・
女
川

・
藤
沢
川
・
赤
谷
川
・
鍬
江
沢
川
・
下
鍬
江

沢
川
・
沼
川
・
西
俣
川
・
幾
地
川
２
級
河
川

に
指
定
さ
れ
る
／
豪
雨
の
た
め
荒
川
水
系
洪

水
発
生
／
若
山
地
区
農
地
造
成
着
工
／
関
谷

中
学
校
校
舎︵
特
別
教
室
︶竣
工
／
第
10
回

国
勢
調
査
１
０
，５
６
８
人
／
関
谷
中
学
校

体
育
館
竣
工

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年

老
人
憩
の
家
﹁
む
つ
み
荘
﹂
竣
工
式
／
村
文

化
財
初
め
て
指
定︵
渡
辺
家
文
書
な
ど
２
件
︶

／
金
丸
小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
竣
工
式
／
大
熊

避
難
小
屋
新
築
／
関
川
バ
イ
パ
ス
起
工
式
／

片
貝
地
区
共
同
受
信
施
設
竣
工
／
上
土
沢
集

落
開
発
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
／
村
文
化
財
と
し

て
白
山
神
社
棟
礼
な
ど
６
件
を
指
定

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年

広
報
無
線
放
送
施
設
試
験
運
用
開
始︵
１
／

20
竣
工
︶／
昭
和
天
皇
崩
御︵
２
／
24
大
喪
の

礼
︶／
元
号
が
﹁
昭
和
﹂
か
ら
﹁
平
成
﹂
へ
・

昭
仁
親
王
が
第
125
代
天
皇
に
即
位
／
関
川
電

報
電
話
局
の
窓
口
業
務
が
村
上
電
報
電
話
局

へ
移
る
／
安
角
小
学
校
新
校
舎
竣
工
式
︵
新

築
移
転
︶／
村
内
３
番
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
﹁
ス
ク
ラ
ム
九
ヶ
谷
﹂
発
足
／
佐
藤
家

・
津
野
家
住
宅
、
県
指
定
文
化
財
︵
建
造
物
︶

に
決
定
／
村
内
初
の
宅
地
分
譲
、
下
関
地
区

で
14
区
画
売
り
出
す
／
第
２
回
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
を
実
施
﹁
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
﹂

が
﹁
ふ
る
さ
と
東
京
ま
つ
り
﹂
に
参
加
。
東

京
都
立
川
市
・
昭
島
市
に
あ
る
昭
和
記
念
公

園
で
開
催
。
村
民
な
ど
429
人
が
臨
時
列
車
な

ど
を
仕
立
て
て
参
加
し
た
／
第
６
代
村
長
の

新
野
容
介
氏
急
逝
／
故
新
野
容
介
村
長
の
村

葬
が
村
民
会
館
を
式
場
に
執
り
行
わ
れ
る

︵
村
内
外
か
ら
約
１
，２
０
０
人
参
列
・
葬
儀

委
員
長
は
高
橋
陽
一
助
役
︶村
長
選
挙
実
施
。

鈴
木
久
司
氏
が
当
選
し
、
即
日
第
７
代
村
長

に
就
任

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年

21
世
紀
最
初
の
巳
年
を
記
念
し
て
、
早
朝
か

ら
大
蛇
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
日
本
テ
レ
ビ
系

統
で
中
継
し
全
国
放
送
さ
れ
る
／
東
北
電
力

㈱
鷹
の
巣
発
電
所
が
営
業
運
転
を
開
始︵
ダ

ム
式
︶／
豪
雪
と
な
り
、
17
年
ぶ
り
に
村
で

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
た
／
Ｊ
Ａ
関
川
村

が
歴
史
に
幕
／
に
い
が
た
岩
船
農
業
協
同
組

合︵
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
岩
船
︶発
足
／
関
川
浄
化

セ
ン
タ
ー
が
大
島
に
完
成
し
、
工
事
を
実
施

し
た
新
潟
県
か
ら
引
き
継
ぐ
／
村
の
中
心
部

２０２５（令和７）年は

巳年
今年は「巳」年です。

過去の巳年の出来事を振り返って観ましょう。

※歴史文化財調査委員・佐藤忠良さん編集の歴史年表か
ら抜粋
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関川村発足70周年　 記 念 公 演

　関川村発足70周年記念事業の最後のイベ
ント・演劇公演です。
　出演は東京の劇団「アナログスイッチ」
の皆さん。この劇団の主宰者・演出は、関
川村朴坂出身の佐藤修作さんです。
　ぜひご覧ください。

【出演の皆さん】（敬称略）
秋本雄基、藤木陽一、忠津勇樹、渡辺伸

一郎、大迫綾乃、雨宮沙月、仁田直人
（以上アナログスイッチ）

ぎぃ子、釜野真希、熊野利哉、佐藤修作、

櫻井成美

〈整理券配布場所〉
▷関川村役場
▷関川村村民会館
▷村上信用金庫関川支店
▷関川郵便局
▷越後大島駅前郵便局
▷越後女川郵便局
▷ＪＡ北新潟関川支店

◇ 演劇：あらすじ ◇

僕らに残された家。

僕も、姉も、兄も、妹も、

かつてはこの一つの屋根の下で一緒に過ごした。

でも今この家に全員がそろう日なんて、

よっぽど良いことがある日か、

悪いことがある日だ。

卒業アルバム眺めながら、姉は言う。

タンスに溢れた紙袋出しながら、

兄は言う。

鮭を咥えた熊抱きながら、妹は言う。

この家どうする。

積る思い出に埋もれながら言い争う、

僕ら兄弟姉妹のお話し。

◆入場は無料ですが、
整理券が必要です。
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高額介護合算療養費制度に関するお問い合わせ
　新潟県後期高齢者医療広域連合 業務課 医療給付係 電話 025-285-3222
　関川村役場健康福祉課 電話 0254-64-1472

★１　対象期間の途中に、同一世帯において後期高齢者医療制度に新たに加入した方がいる場合や、

被保険者が亡くなられた場合は、申請手続きのご案内が、広域連合から発送されないことがあ

ります。支給対象になると思われる場合には、健康福祉課へお問い合わせください。

★２　時効があります！

　　　申請によって給付（高額療養費・葬祭費等）を受けることができるのは、法律により２年間
と定められています。忘れずに手続きをしてください。

★所得区分は、基準日（令和

　６年７月31日または、資格

　喪失日の前日）現在の所得

　に応じて適用されます。

★高額療養費や高額介護サー

　ビス費として払い戻された

　額は含みません。

★同一世帯であっても、後期高齢者医

療制度の被保険者以外の家族の自己

負担額を合計することはできません。

また、食事代や居住費などは含みま

せん。

★世帯の総支給額が500円以下の場合

には支給されません。

○支給対象者について

○世帯の自己負担限度額（年額）

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者で、対

象期間（令和5年8月1日〜令和6年7月31日）内に

次の①と②の条件を、どちらも満たす場合に、支給

の対象となります。

世帯で「医療費」と「介護保険サービス利

用料」の両方で自己負担がある。

①の年間自己負担額の合計が、下表の自己

負担限度額を超える。

①

②

医療費と介護保険サービス利用料が高額になったとき（高額介護合算療養費の支給）

現役並み

所得者

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

所　得　区　分

一　　　　　般

医療＋介護

212万円 

141万円 

67万円 

56万円 

31万円 

19万円 

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

　１年間の医療費と介護保険サービス利用料の自己負担額を合計した金額が、定められた限度

額を超えた場合は、その超えた分が『高額介護合算療養費』として支給されます。

　支給の対象となる方には、広域連合から支給申請案内を送付します。

★高額介護合算療養費は、支払った自己負担額の割合で、後期高齢者

　医療制度と介護保険制度、それぞれの保険者から支払われます。

住民税課税所得690万円以上の被保険者

及びその被保険者と同一世帯の被保険者

住民税課税所得380万円以上の被保険者

及びその被保険者と同一世帯の被保険者

住民税課税所得145万円以上の被保険者

及びその被保険者と同一世帯の被保険者
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　「関川村っていえば“温泉”だ

よね。」「みんなで温泉を盛り上げ

よう。」… こうした思いから、関川

小学校の４年生が総合学習の時間

を使ってボランティア活動「温泉

プロジェクト」を実行しました。

　訪れた先は、ゆ〜む、高瀬温泉

・高橋屋観山荘、鷹の巣温泉・喜

久屋の３か所。

　ゆ〜むではお客様の対応、喜久

屋さんではフロント玄関の掃除、

高橋屋観山荘さんでは大浴場の清

掃なども体験、お手伝い。

　温泉施設のお仕事を体験し、お

手伝いしてみて、どんなふうに感

じましたか？

関川小４年生
温泉プロジェクト

　11月16日、東京新潟県人会館を

会場に首都圏在住関川村人会の総

会・懇親会が開催されました。

　今年の総会には、村から加藤村

長、小澤村議会議長が参加。東京

新潟県人会の廣川副会長さんもか

けつけてくださり、来賓、事務局、

会員の皆さん、総勢68人が出席。

　今回が総会40回の節目というこ

とで、東京新潟県人会から感謝状

をいただきました。

　村の特産品を景品にしたビンゴ

ゲームでおおいに盛り上がったそ

うです。

首都圏在住関川村人会

40回目の総会開催
　先月号で紹介した中学生人権作

文コンテストで受賞した皆さんの

表彰式（表彰状の伝達式）が12月

19日に関川中学校校長室で行われ

ました。

　新潟地方法務局村上支所長さん

から、県のコンテストで新潟地方

法務局長賞を受賞した佐藤萌加さ

ん（３年、安角。写真左）、優良賞

に選ばれた渡邉心温さん（同、下

関。写真右）に賞状と記念品が贈

られました。

　続いて、村上支局管内での審査

会で最優秀賞、優秀賞に選ばれた

８人に、表彰状と記念品が贈られ

ました。

　佐藤萌加さんの作文は全国コン

テストに推薦されています。

　また、村上支局管内での受賞者

12人中８人が関川中学校の生徒と、

素晴らしい成績を納めました。

人権作文コンテスト

表彰状伝達

関川村といえば〝温泉”
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村から３人が受賞
更生保護顕彰式

伊藤美結さん最優秀賞

大根沢凛人さん奨励賞

　この秋の叙勲で、関川村土地改

良区理事長の新野信一さん（南赤

谷）が「旭日単光章」を受章され

ました。

　新野さんは、平成11年４月から

土地改良区の理事、19年４月から

は副理事長、23年４月から現在ま

で理事長を務められています。

　この間、六本杉頭首工改修工事

や玉郷立地区のほ場整備、女川地

区のほ場整備事業を進めるなど、

中山間地域の農業基盤整備に大き

く貢献されました。

　おめでとうございます。

【退　職】 ※令和６年12月31日付け

佐藤　幸子

　健康福祉課　介護・高齢福祉班

　主任保健師

中山　義基

　農林課　農村整備班　主事

村職員人事

　（公社）村上法人会女性部が募

集した税に関する絵はがきコンク

ールで、関川小学校の伊藤美結さ

ん（中束）が最優秀賞に、大根沢

凛人さん（上土沢）が奨励賞に選

ばれました。

　今回で12回目となるこのコンク

ールは、小学校６年生が対象で、

村上税務署管内11校から245点の

応募がありました。この中から最

優秀賞１点、村上税務署長賞、（公

社）村上法人会会長賞、（公社）村

上法人会女性部会長賞が各１点、

奨励賞５点、努力賞６点、計15点

の入賞者が選ばれました。

　おめでとうございます。

※上が伊藤さん、下が大根沢さんの

作品です。

　今年度の新潟県更生保護顕彰式

で、関川村から３人の方が功労者

表彰を受けました。　 （敬称略）

【保護司会】

関東地方保護司連盟会長表彰

　高橋　一裕（上土沢）

新潟県保護司会連合会長表彰

　山崎　公一（下関）

【更生保護女性会】

新潟保護観察所長感謝状

　内山　トシ（大島）

　令和６年９月30日付けで、田村

與一さん（下土沢）が保護司を退

任されました。

　田村さんは、平成20年10月から

令和６年９月末までの16年にわた

って保護司を務められました。

　長い間、お疲れ様でした。

　ありがとうございました。

長い間お疲れ様でした
田村與一さん保護司を退任

新野信一さん

旭日単光章受章
※秋の叙勲で※

　伊藤コウさん（湯沢・垂水の里。

入所前の住所は南中）が12月20日

に100歳の誕生日を迎えられまし

た。

　当日は加藤村長が垂水の里を訪

れ、伊藤さんに賞状と記念品を贈

りました。

　おめでとうございます。

伊藤コウさん

100歳の誕生日

　10月１日号７ページで紹介した

「ふるさと大使」委嘱の記事中、

成岡さんが代表理事を務められて

いるのは、

ＮＰＯ法人建設技術管理センター

ではなく、

ＮＰＯ法人建設技術監査センター

の誤りでした。

　お詫びして訂正します。

訂正します
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学校 お知らせからのからの

　12月の上旬に１〜５年生の青空班で、５年生が

中心となって下級生を引っ張り、パンジーの苗植

えをしました。この取組は、３月の卒業式に向け

て、ステージを華やかに彩るための準備として行

ったものです。６年生の晴れの舞台を今から思い

描いて、６年生への感謝の気持ちをもって、丁寧

に植えました。これから大切に育てていきます。

卒業式に向けて

　12月の中旬に、書道科担当の鈴木政信先生から、

３年生以上の児童に書き初め指導をしていただき

ました。筆の入り（始筆）や中心をそろえること

などのポイントを教えていただき、練習に取り組

みました。冬休みにしっかりと練習を積み、３学

期の書き初め大会で納得のいく作品を完成させる

ようにがんばります。

書き初め大会に向けて

今月は関川小学校からの紹介

　
渡
邉
邸
の
屋
根
に
乗
っ
か
っ
て

い
る

石

。
こ
れ
ま
で
大
き
な

地
震
で
も
落
ち
た
こ
と
が
な
い
そ

う
で
、
落
ち
な
い
石

⇩
受
験
に

落
ち
な
い

⇩
﹃
合
格
石
﹄
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
受
験
生

が
こ
の
石
を
な
で
て
願
を
か
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
合
格
石
に
ち
な
ん
で
、
置

石
の
下
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る

木
羽
︵
こ
ば
︶
板
を
使
っ
た
合
格

祈
願
の
お
札
が
、
渡
邉
邸
か
ら
関

川
中
学
校
の
３
年
生
︵
30
人
︶
に

贈
ら
れ
、
12
月
19
日
に
担
任
の
先

生
か
ら
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
受
験
を
ひ
か
え
た
生
徒
の

皆
さ
ん
。
体
調
管
理
に
十
分
気
を

付
け
て
、
合
格
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

合
格
石
に
ち
な
ん
だ
”合
格
お
札
“

合
格
石
に
ち
な
ん
だ
”合
格
お
札
“

関
川
中
３
年
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た

関
川
中
３
年
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
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ア
レ
ル
ギ
ー
児
保
護
者
へ
の
指
導

　
日
常
診
療
で
良
く
遭
遇
す
る
小

児
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
は
気
管

支
喘
息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
以
前
は
、
気
管
支
喘
息
の
子
ど

も
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が
目
立

ち
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
い
く

つ
か
を
合
併
し
て
い
る
子
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
初
診
時
に
は
医
師

が
診
断
や
治
療
内
容
な
ど
を
保
護

者
に
ひ
と
通
り
説
明
し
ま
す
が
、

よ
り
細
か
く
具
体
的
に
指
導
す
る

に
は
、
限
ら
れ
た
診
療
時
間
で
は

不
十
分
で
す
。

　
現
在
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
エ
デ
ュ

ケ
ー
タ
ー
︵
Ｐ
Ａ
Ｅ
︶
と
い
う
資

格
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
社

団
法
人
日
本
小
児
臨
床
ア
レ
ル
ギ

ー
学
会
が
認
定
す
る
も
の
で
、
ア

レ
ル
ギ
ー
児
を
も
つ
保
護
者
に
専

門
的
な
指
導
を
す
る
医
療
従
事
者

に
与
え
ら
れ
る
資
格
で
、
職
種
に

は
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養

士
が
あ
り
、
試
験
を
受
け
て
合
格

し
な
け
れ
ば
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

当
院
看
護
師
の
中
に
も
そ
の
資
格

を
目
指
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
お

り
、
外
来
に
お
い
て
、
気
管
支
喘

息
治
療
で
使
用
す
る
吸
入
器
の
正

し
い
使
用
方
法
や
診
断
に
用
い
る

ピ
ー
ク
フ
ロ
ー
メ
ー
タ
ー
の
手
技

指
導
な
ど
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

児
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内
服
薬
怠
薬
の
有
無
確
認
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
児
に
対
す
る

ス
キ
ン
ケ
ア
や
適
切
な
軟
膏
塗
布

方
法
の
指
導
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

児
の
除
去
食
や
代
替
食
の
助
言
や

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
時
の
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
自
己
注
射
︵
エ
ピ
ペ
ン
︶

の
使
用
方
法
な
ど
が
正
確
に
理
解

で
き
る
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
丁

寧
に
説
明
指
導
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
通
院
中
の
児
で
も

適
切
な
治
療
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
根
気
強
く
何
回
も
手
技
の
再

確
認
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

初
診
時
か
ら
時
間
が
経
つ
と
手
技

が
お
ざ
な
り
や
自
己
流
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
か
ら
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
み
て
再
確
認
し
て
治
療
効

果
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
期
待
し
た
治
療
効
果
が

見
ら
れ
な
い
場
合
は
安
易
に
治
療

強
度
を
上
げ
て
い
く
の
で
は
な
く
、

不
十
分
な
治
療
に
な
っ
て
い
な
い

か
を
適
宜
確
か
め
る
こ
と
が
、
過

剰
な
治
療
に
な
ら
な
い
た
め
に
重

要
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
以
外
の
ど
の
よ
う
な

疾
患
に
つ
い
て
も
言
え
ま
す
。
さ

ら
に
小
児
科
に
お
い
て
は
、
日
常

診
療
で
の
指
導
は
当
事
者
で
あ
る

子
ど
も
本
人
よ
り
も
保
護
者
で
あ

る
家
族
へ
の
指
導
が
、
よ
り
重
要

な
場
合
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
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の
コ
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合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

235

坂
町
病
院
　
小
児
科
　

今
　
田
　
研
　
生

ポイントの交換期限は令和７年２月28日（金）です。

６ポイント以上集めてポイントカードを提出した方の中から、あらかわ生しいたけや

越後もち豚が当たるWチャンスの抽選も行います。

忘れずに、景品の交換とポイントカードを提出しましょう。
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　11月25日、関川中学校の１年生を対象に、地球温暖化
や村の脱炭素の取組についての出前授業を行いました。
　当日は、中学生向けに作った資料をもとに、地球温暖化
の原因や影響、地球温暖化を抑制するために村で行ってい
る取組などを説明しました。また、私たち一人ひとりが生
活の中でできる身近な脱炭素の取組を紹介し、実践を呼び
かけました。
　現場見学では、「脱炭素推進センター」で電気
自動車に充電された電気を使って、停電時でも電
気が使えることを体験してもらいました。さらに
「ふれあいど～む」に設置した小型風力発電設備
も見てもらいました。

中学生の感想

・ささいなことでも自分にできることを考えて脱
炭素の取り組みに貢献していきたいと思った。

・すごく楽しかったです。関川村が脱炭素に向け
てこんなにもいろいろな活動をしているとは
知りませんでした。

関川中学校で環境教育の

出前授業を行いました

関川中学校で環境教育の

出前授業を行いました

★脱炭素推進室　☎７５－５０２３

【 

ベ
ス
ト
カ
ッ
プ
ル
賞 

】

「
仲
良
し
こ
よ
し
の

丸
山
公
園
」

お
の
け
ん 

さ
ん

【 

優
秀
賞 

】

「
鷹
ノ
巣
山
か
ら

の
全
景
」

げ
ん
ま
い 

さ
ん

第
２
回
関
川
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

村
長
賞
は
「
秋
麗
」
に
決
定

　

７
月
20
日
か
ら
11
月
30
ま
で
の
期
間
に
募
集
し
た
第
２
回
関
川
村

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。
53
人
の
方
か
ら
115
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

※

村
長
賞
、
最
優
秀
賞
は
16
ペ
ー
ジ
に
も
カ
ラ
ー
で
紹
介

【 

優
秀
賞 

】

「
希
望
の
春
」

た
く
べ
ぇ 

さ
ん

【 村長賞 】「秋麗」　ぽん さん

【 最優秀賞 】「まだ帰りたくない」
　けこママ さん
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生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ ６４−１４９１

　
せ
き
か
わ
歴
史
と

み
ち
の
館
に
﹁
佐
藤

央
︵
ひ
ろ
し
︶
文
庫
﹂

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
発
田
市
の
佐
藤

央
さ
ん
か
ら
関
川
村

に
、
美
術
展
覧
会
の

目
録
、
画
集
な
ど
150

点
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
関
川

村
上
関
の
ご
出
身
で
、

新
潟
市

美
術
館
、

旧
新
津

市
美
術

館
に
長

年
勤
め

ら
れ
、

そ
の
間

調
査
、

研
究
の
た
め
収
集
し
た
資
料
を

﹁
私
蔵
し
て
い
る
よ
り
は
﹂
と
考

え
、
出
身
地
へ
の
寄
贈
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　
場
所
は
、
せ
き
か
わ
歴
史
と
み

ち
の
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
。

画
集
を
開
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
し

た
時
間
過
ご
す
、
そ
ん
な
空
間
に

な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
文
庫
は
、
観
覧
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
。

　
せ
き
と
も
ク
ラ
ブ
︵
放
課
後
こ

ど
も
教
室
︶
は
、
２
学
期
最
後
の

活
動
と
な
る
12
月
17
日
、
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
﹁
ワ
ッ
フ

ル
ケ
ー
キ
パ
ー
テ
ィ
ー
﹂
を
開
き

ま
し
た
。

　
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
や
チ
ョ
コ

ソ
ー
ス
、
冷
凍
イ
チ
ゴ
・
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
な
ど
飾
り
付
け
の
材
料
も

用
意
し
て
、
自
分
で
盛
り
付
け
て
、

班
ご
と
に
食
べ
ま
し
た
。

　
ホ
イ
ッ
プ
山
盛
り
の
子
や
、
フ

ル
ー
ツ
を
き
れ
い
に
並
べ
る
子
な

ど
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て

11
月
末
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
用
意
も
し
ま
し
た
。

　
５
・
６
年
生
に
旧
川
北
小
の
杉

の
木
を
切
り
出
し
て
も
ら
い
、
飾

り
も
自
分
た
ち
で
作
っ
て
飾
り
付

け
ま
し
た
。

　村民会館図書室での「おはなしの会」や の〜む

で開催される「ＧＯＧＯ！！食堂」で絵本の読み聞か

せを行っている「読み聞かせの会 ブルーベリー」

が、11月６日に開催された村上地域社会福祉大会

で関川村社会福祉協議会長表彰を受けました。

　長年にわたる

地域の児童への

読み聞かせ活動

が、児童福祉の

向上に大きく寄

与したことによ

るものです。

読み聞かせの会　ブルーベリー

関川村社会福祉協議会長表彰

歴史館に「佐藤央文庫」開設

ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

ワ
ッ
フ
ル
ケ
ー
キ
パ
ー
テ
ィ
ー

　関川小学校２年・日下将吾さん

（辰田新）作品が今年度の新潟県

ジュニア美術展覧会で奨励賞を受

賞しました。

　おめでとうございます。

日下将吾さん

ジュニア展で奨励賞
くさかしょうご
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毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

村民会館図書室

　明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。

図書室は４日午後１時から開館しています。是非ご利用ください！

おすすめ

19日（日）
虹色と、汽車のメロディーが目印です♪

村民会館の図書室で開催！無料です！
時間は10時30分からです。

ブルーベリーのみなさんが贈る、

ステキなおはなしの世界。

「おはなしの木」に花を咲かせ

てみませんか✿

大人の方も大歓迎です！！

18日は18日は
絵本の読み聞かせ

おはなしの会おはなしの会

『ひよこは　にげます』　　五味　太郎　著

おうちから逃げ出したひよこたちは好奇心いっぱい。

家の外でいろいろなものに出会い、様々な経験をし

ます。転がるようにかけていくひよこたちのリズム

と疾走感が心地よい小さいお子さん向け絵本です。

蔵書点検のお知らせ

1月20日（月）～1月24日（金）
※蔵書点検の為、休館とさせていただきます。　　　　
この期間中の返却は、村民会館入口の【返却ＢＯＸ】へ
お願いします。 　　　　　　　　　　　　　　　　

今月の図書館バス今月の図書館バス

今
回
は
、
入
念
な
準
備
で

　
前
回
紹
介
し
た
文
化
十
二
年
の

争
い
は
、
結
局
う
や
む
や
の
ま
ま

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

小
見
湯
沢
二
村
だ
け
の
訴
え
で
は
、

効
き
目
が
弱
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
三
年
後
の
文
政
元
︵
一
八

一
八
︶
年
、
今
度
は
荒
川
流
域
の

村
々
で
、
連
合
し
て
訴
え
出
ま
し

た
。
平
林
、
葛
籠
山
、
川
部
、
小

岩
内
、
貝
附
、
大
島
、
桂
、
高
田
、

平
内
新
、
小
見
、
上
野
山
、
滝
原
、

下
関
、
上
関
、
湯
沢
、
下
川
口
、

大
内
渕
、
片
貝
の
十
八
ヵ
村
で
す
。

　
下
相
談
を
し
て
現
地
も
よ
く
調

べ
、
証
拠
も
つ
か
ん
だ
の
で
し
ょ

う
。
相
手
に
は
、
牛
屋
村
だ
け
で

な
く
金
屋
村
も
入
れ
て
い
ま
す
。

牛
屋
村
、
ま
い
っ
た
‼

　
こ
れ
で
牛
屋
村
は
、
ぐ
う
の
音

も
出
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
代
官

所
の
取
り
調
べ
が
始
ま
る
前
に
、

赤
谷
村
三
助
と
中
新
田
村
金
右
衛

門
を
仲
裁
人
に
立
て
て
和
睦
。
こ

ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

　
﹁
〆
切
持
ち
網
漁
は
、
二
十
四

年
前
の
寛
政
六
年
に
禁
止
さ
れ
、

そ
の
時
に
、
以
後
こ
の
漁
は
や
ら

な
い
と
約
束
証
文
も
出
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
年
月
が

経
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
忘
れ
て

小
規
模
の
漁
師
共
が
禁
止
の
〆
切

漁
を
始
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

庄
屋
以
下
村
役
人
た
ち
も
、
漁
場

の
見
回
り
を
怠
り
放
置
し
て
い
ま

し
た
。
金
屋
村
も
同
様
で
す
。

　
〆
切
は
残
さ
ず
取
り
払
い
ま
す
。

以
後
、
決
し
て
や
り
ま
せ
ん
。
﹂

　
小
規
模
漁
師
の
せ
い
に
し
て
い

ま
す
が
、
三
年
前
の
あ
の
強
弁
を

思
え
ば
、
村
役
人
も
承
知
し
て
い

た
の
で
は
と
思
え
て
き
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
件
は
こ
れ
で

め
で
た
し
め
で
た
し
で
す
。

　
と
は
言
え
、
こ
の
後
も
、
牛
屋

金
屋
に
限
ら
ず
他
の
村
々
で
も
、

〆
切
漁
に
よ
る
争
い
は
度
々
起
き

て
い
ま
す
。
漁
獲
の
確
実
な
漁
だ

っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

文
書
に
平
太
郎
の
名
が
、
な
い


　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
約
束
証
文

︵
写
真
︶
に
は
、
小
見
村
庄
屋
代
と
し

て
重
兵
衛
が
署
名
し
て
い
て
、
肝

心
の
平
太
郎
の
名
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
前
年
、
年
貢
米
を
江
戸
に

送
り
出
す
公
務
の
た
め
、
平
太
郎

は
海
老
江
湊
に
詰
め
て
い
ま
し
た
。

会
計
も
担
当
し
て
い
た
ら
し
く
、

江
戸
へ
行
く
庄
屋
仲
間
に
、
費
用

の
前
金
を
渡
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
翌
年
も
多
忙
で
、
和
睦

の
交
渉
に
関
わ
る
余
裕
が
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
の
二
年
後

に
は
病
死
し
て
い
ま
す
か
ら
、
も

し
か
す
る
と
多
忙
が
重
な
っ
て
療

養
中
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
庄
屋
代
重
兵
衛
の
署
名
か
ら
、

様
々
な
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史

館
に
展
示
、
又
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

で

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


鮭
川
漁
・
牛
屋
村
と
の
争
い
③
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◆
春
プ
ロ
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

　
２
月
１
日
か
ら
﹁
雪
ほ
た
る
ま
つ

り
活
性
化
活
動
﹂
、
７
日
か
ら
は

﹁
お
お
い
し
・
ど
も
ん
こ
ま
つ
り
活

性
化
活
動
﹂
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
﹁
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
活
性

化
活
動
﹂
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
４

名
の
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。

◆
質
問
項
目

①
リ
ー
ダ
ー
に
挑
戦
し
た
き
っ
か
け

②
ど
ん
な
活
動
に
し
た
い
か

③
村
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

◎
甲
斐 

樹
季
︵
か
い 

た
つ
き
︶

　
立
命
館
大
学
４
年

①
去
年
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
先
輩

の
姿
を
見
て
、
自
分
も
こ
ん
な
活
動

を
作
っ
て
盛
り
上
げ
た
い
と
感
じ
た

か
ら
。

②
雪
ま
つ
り
を
最
高
に
盛
り
上
げ
て
、

村
民
の
方
と
の
交
流
も
全
力
で
楽
し

み
つ
つ
、
地
域
に
つ
い
て
し
っ
か
り

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動

に
し
ま
す
！

③
今
回
で
３
回
目
の
雪
ほ
た
る
祭
り

の
参
加
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

一
緒
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
し
ょ
う

◎
井
上 
颯
太
︵
い
の
う
え 

そ
う
た
︶

　
東
洋
大
学
３
年

①
ゆ
き
ほ
た
る
祭
り
が
好
き
だ
か
ら
！

②
学
生
も
村
民
も
一
体
と
な
れ
る
活

動
に
し
ま
す
！

③
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

◎
岡
本
あ
か
り
︵
お
か
も
と 

あ
か
り
︶

　
東
京
家
政
大
学
２
年

①
去
年
の
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
を
経
験

し
て
、
今
年
も
挑
戦
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

②
村
民
の
方
も
学
生
も
、
皆
さ
ん
の

笑
顔
が
溢
れ
る
活
動
に
し
た
い
で

す
！

③
関
川
村
の
皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
交

流
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
20
歳

を
迎
え
て
か
ら
行
く
の
で
、
関
川
の

美
味
し
い
お
酒
を
飲
ん
で
み
た
い
で

す
！

◎
大
石 

菜
乃
︵
お
お
い
し 

な
の
︶

　
東
京
家
政
大
学
３
年

①
昨
年
夏
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
関
川
で
学
生
と
村
民
の
皆
さ
ん
を

繋
ぐ
温
か
い
活
動
を
作
り
た
い
と
思

っ
た
か
ら
。

②
毎
年
続
く
雪
ほ
た
る
祭
り
で
、
関

川
村
の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
お
祭
り
に
な
る
よ
う
に
、
学
生
に

し
か
で
き
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
。

③
お
し
ゃ
べ
り
な
チ
ビ
で
す
が
、
誰

よ
り
も
声
上
げ
て
全
力
で
頑
張
り
ま

す
！
沢
山
お
話
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
♡

内　　容 機　　　関 受付時間 電話番号

誰かに話してみませんか？
悩みを抱えたとき、つらい気持ちになったとき、

あなたを支える相談窓口

関川村社会福祉協議会 平日（祝日除く)　9：00〜16：00 0254－64－0111

新潟県パーソナル・サポート・センター 平日（祝日除く)　9：00〜17：00 025－250－5160

村上保健所 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－53－8369

新潟県こころの相談ダイヤル 毎日24時間 0570－783－025

役場　健康福祉課　健康推進班 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－64－1472

新潟県いじめ・不登校等相談電話 毎日24時間 025－258－1212

役場　教育課　学校教育班 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－64－1491

総 合 相 談
（生活全般の悩み）

こころの悩み

学 校 の 悩 み

●その他の相談機関は、

新潟県ホームページ

「各種相談窓口」で検索

●厚生労働省相談窓口

「まもろうよ　こころ」では、

ＳＮＳやチャットで相談ができます

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信
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ごめい福をお祈りいたします

佐藤　利男　さん　　93歳　　朴　坂

新野　幸子　さん　　87歳　　下　関

伊藤　勝彦　さん　　71歳　　高　瀬

吉田　秀子　さん　　96歳　　大　島

平田　保夫　さん　　95歳　　滝　原

横山　一司　さん　　73歳　　上新保

速水　　進　さん　　74歳　　湯　沢

渡邉　由次　さん　　90歳　　高　田

熊倉　當子　さん　　92歳　　下　関

近　カツエ　さん　　97歳　　高　田

●11月16日〜12月15日までの届出●

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

（　　　　　　　　）転入　５人　　転出　11人

出生　２人　　死亡　４人

世 帯 数　　1,818世帯（−１）

総 人 口　　4,703 人（−７）

　 男 　　　2,277 人（−１）

　 女 　　　2,426 人（−６）

令和６年11月末現在　（　）は前月対比

人 の 動 き

新年明けましておめでとうございます

雪が降る日、鉛色の雲の間から時折のぞ

くお日様と青空。新年号の表紙は、そんな

風景を取り上げました。いろいろと暗い出

来事もありますが、そんな中にも明るい日

差しがさしてくれる…そんなイメージです

巳年の今年、明るい日差しが村を照らす

…そんな年になってほしいです。（Mako.）

編集室から

　12月１日号「戸籍の窓」『人の

動き』で、世帯数に誤りがありま

した。

訂正します。

正　世帯数　１，８１９世帯（＋３）

誤　世帯数　１，８１３世帯（＋３）

訂正します

▲こちらは有料広告です

▲今シーズン初めてまとまった雪が降った日、12月12日

の渡邉邸「名勝庭園」の様子です。


こ
ち
ら
は
東
桂
苑
の
庭
の
柿
の
木
。

残
っ
た
黄
色
の
実
が
、
冷
た
い
雪

に
耐
え
て
い
ま
し
た
。
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広
報
せ
き
か
わ

N
o. 7

6
5
／

１
月

号

令
和

７
年

１
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
　
務
　
課

あなたに
直撃

252

　今回は、昨年７月15日から旧女川

保育園で、地元食材や産地食材を使

った手作り惣菜の販売している「お

惣菜こうさぎ村」のお二人に話を聞

きました。（お二人は姉妹です。）

①お店で販売しているお惣菜は？

　唐揚げやコロッケ、サバの味噌煮、

きんぴらごぼうなどの定番メニュー

が８種類、このほかに日替わりメニ

ューが２〜３品。予約で、お弁当、

オードブルなども作っています。

②ここで惣菜販売を始めたきっか

けは？

　美保は介護施設で長く調理に携わ

っていて、調理が好き。「いつか二人

で店をやりたいね」と言っていたと

ころ、ここが空いていたことや縁が

あって、お店を開きました。

③これから、どんなふうにしてい

きたいですか？

　移動販売や注文販売もやっていき

たい。地域の催しなどでのお弁当や

オードブルなどの予約には、できる

だけ応えていきたいです。

　お惣菜だけでなく、村の指定ごみ

袋やちょっとした日用品、調味料な

ども扱っているので、地域の方の居

場所みたいになってほしいです。

大 島 志 信 さん

山 田 美 保 さん

お惣菜 こうさぎ村

　
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
想
い
で
、
優
し
く
、
面
倒
見
の
良
い
柑
菜
。

テ
ニ
ス
の
練
習
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
大
好
き
、
ひ
ょ
う
き
ん
で
家
族
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
く
れ
る
珀

翔
。
Ｌ
ａ
Ｑ
で
カ
ッ
コ
い
い
乗
り
物
を
作
る
の
が
得
意
で
す
。

　
春
か
ら
は
一
緒
に
学
校
へ
通
え
る
ね
♪ 

失
敗
を
恐
れ
ず
、
い
ろ
ん
な
事

に
挑
戦
し
て
ね
！

吉光　利浩 さん  智華 さん（下関）

柑　菜ちゃん（９歳）

珀　翔く　ん（６歳）

かん　　　 な

はく　　　 と

関川村フォトコンテスト
上位入賞作品

　11ページでも紹介した

フォトコンテストの入賞

作品。村長賞を受賞した

「ぽん」さんの『秋麗』

と最優秀賞に選ばれた

『けこママ」さんの「ま

だ帰りたくない」の２点

をカラーで紹介します。

村長賞　　秋　麗村長賞　　秋　麗村長賞　　秋　麗村長賞　　秋　麗

最優秀賞

　まだ帰りたくない

最優秀賞

　まだ帰りたくない

最優秀賞

　まだ帰りたくない

最優秀賞

　まだ帰りたくない


